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残
暑
厳
し
い
中
に
も
、
朝
夕
は
涼

し
く
な
り
、
秋
の
気
配
を
感
じ
る
頃

と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は

ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
同
窓
会
活

動
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
役
員
改
選
で
会
長
と
い
う

重
責
を
お
受
け
し
早
や
一
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
度
々
学
校
に
訪
れ
て
い
る

中
で
い
つ
も
感
じ
る
こ
と
は
、
生
徒

達
の
さ
わ
や
か
な
挨
拶
や
笑
顔
で
す
。

と
て
も
心
温
ま
る
一
瞬
で
す
。
正
に

「
心
技
一
如
」
の
教
訓
が
ず
っ
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で

「
す
み
れ
W
e
b
」
第
四
号
を
発
行
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
す
み
れ
会
報
発
行

と
、
３
年
に
一
度
の
総
会
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
ご
案
内
の
葉
書
と
、

会
報
に
て
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す

通
り
「
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
」
に
於
て
、
11
月
13
日
に
開
催
致

し
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
に
は
本
校
創
立
百

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
記

念
事
業
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
の
記
念
式
典
の
他
、
同
窓
会

と
し
ま
し
て
も
、
記
念
事
業
を
計
画

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は

皆
様
方
の
色
々
な
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
い
て
、
同
窓
会
と
し
て
我

が
母
校
の
た
め
に
何
が
出
来
る
か
、

考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
生
徒
が
の
び
の
び
と
、
勉
強
・

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
に
頑
張
れ
る

よ
う
少
し
で
も
サ
ポ
ー
ト
出
来
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

純
美
礼
同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
に

て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
平
素
よ
り
本
校
の
教
育
活

動
の
推
進
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
本
校
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
新
入
生
は
2
2
9

名
で
、
男
子
生
徒
は
、
75
名
と
な
り
、

1
年
生
に
限
っ
て
見
る
と
男
子
の
割

合
は
、32
・
8
%
で
す
。全
校
生
徒
は
、

24
ク
ラ
ス
7
1
8
名
で
す
。卒
業
後
の

進
学
に
つ
い
て
は
、近
年
い
わ
ゆ
る
難

関
と
い
わ
れ
る
大
学
に
も
合
格
す
る

生
徒
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。ま

た
、多
く
の
生
徒
が
部
活
動
で
汗
を
流

し
、伝
統
あ
る
部
を
中
心
に
好
成
績
を

収
め
て
お
り
、ま
さ
に「
文
武
両
道
」の

学
校
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

教
員
を
目
指
す
卒
業
生
も
増
加
し

て
お
り
、
現
在
同
窓
教
員
と
し
て
3

名
が
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
英
語
科

の
松
永
稜
先
生
、
粟
谷
春
日
先
生
、

数
学
科
志
垣
健
一
先
生
で
す
。
さ
ら

に
事
務
部
に
は
田
丸
貴
美
子
係
長
と

青
山
友
香
職
員
が
お
り
、
田
丸
係
長

は
同
窓
会
事
務
局
担
当
と
し
て
同
窓

生
と
母
校
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
尽
力

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

建
学
の
精
神「
心
技
一
如
」の
も

と
、
勉
学
や
生
徒
会
活
動
に
励
み
、
誠

実
で
思
い
や
り
の
あ
る
生
徒
を
育
成

す
べ
く
全
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
指

導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。多
く
の
来

校
者
か
ら
、「
礼
儀
正
し
い
」「
さ
わ
や

か
な
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
」と
の
お
言

葉
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。4
月
26

日
〜
28
日
に
か
け
て
生
徒
会
役
員
と

部
活
生
有
志
に
よ
る「
熊
本
地
震
義
援

金
募
金
活
動
」を
大
津
駅
で
行
い
ま
し

た
。多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

得
、お
寄
せ
い
た
だ
い
た
浄
財
50
万
円

余
を
日
本
赤
十
字
社
へ
お
届
け
し
ま

し
た
。こ
れ
は
、
生
徒
の
中
か
ら
自
発

的
に
起
こ
っ
た
活
動
で
し
た
。こ
れ
も

「
心
技
一
如
」が
具
現
し
た
一
つ
の
形

だ
と
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

７
月
の
高
校
野
球
滋
賀
大
会
に
お

い
て
、
硬
式
野
球
部
は
創
部
以
来
最

高
の
成
績
、
準
決
勝
ベ
ス
ト
４
ま
で

進
み
、
新
し
い
歴
史
を
作
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
も
た
く
さ

ん
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
8
月
に
中
国
地
方
で
開
催

さ
れ
た
全
国
高
校
総
体
に
は
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
（
団
体
、
複
、
単
）
が

5
年
連
続
29
回
目
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
は
実
に
26
年
ぶ
り
３
回
目
の
出
場

を
い
た
し
ま
し
た
。

　

皆
様
の
後
に
続
く
後
輩
た
ち
は
、

こ
の
よ
う
に
活
躍
を
し
て
く
れ
て
お

り
ま
す
。
も
と
よ
り
県
下
に
誇
る
98

年
の
歴
史
と
伝
統
の
本
校
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
同
窓
会
員
の
皆
様
は

も
と
よ
り
、
地
元
の
方
々
か
ら
も
絶

大
な
期
待
を
い
た
だ
い
て
お
り
、我
々

教
職
員
も
こ
れ
ら
を
肝
に
銘
じ
、
ま

す
ま
す
地
域
に
愛
さ
れ
、
育
て
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
純
美
礼
同
窓
会
の
皆
様

に
は
、
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
祈
念

申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ご
　
挨
　
拶

�
同
窓
会
会
長
　
佐
々
木
　
八
重
子
（
昭
和
40
年
卒
）

ご
　
挨
　
拶

�

校
　
長  

　
那
　
須
　
文
　
英
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純
美
礼
同
窓
会
会
員
の
皆
さ
ま
、
ご
壮
健
に
て
ご

活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
純
美
礼
同
窓
会
運
営
に
何
か
と
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
達
役
員
は
平
成
21
年
５
月
、同
窓
会
役
員
の
方
々

の
ご
推
挙
に
よ
り
、
各
々
役
職
に
就
任
し
ま
し
て
早

や
６
年
が
経
過
し
、
こ
の
間
、
重
責
を
預
か
り
な
が

ら
今
日
ま
で
大
過
な
く
果
た
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
事

は
、
会
員
皆
さ
ま
を
始
め
、
理
事
長
様
な
ら
び
に
諸

先
生
方
の
ご
支
援
ご
協
力
の
賜
物
と
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

母
校
は
平
成
20
年
度
に
迎
え
た
創
立
90
周
年
を
節

目
に
校
名
を「
滋
賀
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
」と
し
、

男
女
共
学
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
純
美
礼
同

窓
会
へ
の
入
会
も
男
子
会
員
の
名
が
加
わ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
毎
年
男
子
会
員
が
増
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
存
在
が
力
強
く
ま
す
ま
す
活
気

づ
く
も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
達
役
員
一
同
は
、
今
日
ま
で
皆
さ
ま
方
か
ら
い

た
だ
き
ま
し
た
温
か
い
ご
厚
情
を
胸
に
と
ど
め
、
こ

の
あ
と
一
会
員
と
し
て
同
窓
会
発
展
に
微
力
な
が
ら

尽
く
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
滋
賀
短
期
大
学
附
属
高

等
学
校
並
び
に
純
美
礼
同
窓
会
の
益
々
の
発
展
と
会

員
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
退
任
ご
挨
拶

　
　
　
谷
　
　
　
正
　
美

　
　
　
　
　
　（
昭
和
41
年
卒
）

平成25年度 収　入 支　出
前 年 度 繰 越 金 980,144
同 窓 会 入 会 金 1,035,000
寄 付 金 収 入 671,000
そ の 他 の 収 入 317,602
会報準備金より繰入 3,000,000
総 会 費 726,395
役 員 会 費 30,575
通信費（会報発送等） 1,057,365
印刷費（会報等） 691,708
業務委託費（会報発送） 434,175
消 耗 品 費 44,500
旅 費 交 通 費 130,870
雑 費 3,705
事 業 費 137,721
積立金（100周年記念） 300,000
積立金（会報準備金） 0
予 備 費 327,325
次 年 度 繰 越 金 2,119,407

合　　計 6,003,746 6,003,746
別途積立金残高
　創立100周年記念行事積立金 1,000,000円
　すみれ会報準備金     0円

平成26年度 収　入 支　出
前 年 度 繰 越 金 2,119,407
同 窓 会 入 会 金 1,145,000
寄 付 金 収 入 26,000
そ の 他 の 収 入 24,132
会報準備金より繰入 0
総 会 費 0
役 員 会 費 28,513
通 信 費 20,007
印 刷 費 85,640
業 務 委 託 費 0
消 耗 品 費 23,100
旅 費 交 通 費 103,540
雑 費 1,974
事 業 費 44,966
積立金（100周年記念） 300,000
積立金（会報準備金） 2,000,000
予 備 費 26,940
次 年 度 繰 越 金 679,859

合　　計 3,314,539 3,314,539
別途積立金残高
　創立100周年記念行事積立金 1,300,000円
　すみれ会報準備金 2,000,000円

平成27年度 収　入 支　出
前 年 度 繰 越 金 679,859
同 窓 会 入 会 金 1,105,000
寄 付 金 収 入 0
そ の 他 の 収 入 28,993
会報準備金より繰入 0
総 会 費 0
役 員 会 費 20,376
通 信 費 42,519
印 刷 費 67,448
業 務 委 託 費 20,898
消 耗 品 費 39,653
旅 費 交 通 費 110,680
雑 費 1,404
事 業 費 43,351
積立金（100周年記念） 300,000
積立金（会報準備金） 1,000,000
予 備 費 21,600
次 年 度 繰 越 金 145,923

合　　計 1,813,852 1,813,852
別途積立金残高
　創立100周年記念行事積立金 1,600,000円
　すみれ会報準備金 3,000,000円

平成25年度～平成27年度　純美礼同窓会　決算報告

　

去
る
6
月
18
日
に
行
わ
れ
た
定
例
役
員
会
に
お
い
て
、
創
立
百

周
年
事
業
の
計
画
、
実
施
を
行
う
目
的
で
、
実
行
委
員
会
を
設
立

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。（
第
六
号
議
案
）

　

松
村
理
事
長
よ
り
、
委
員
長
に
は
谷
正
美
さ
ん
が
推
薦
さ
れ
、

実
行
委
員
は
左
記
の
方
々
と
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

百
周
年
ま
で
残
す
と
こ
ろ
22
か
月
足
ら
ず
、
素
晴
ら
し
い
記
念

事
業
が
企
画
さ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い
。

創
立
百
周
年
事
業

�

実
行
委
員
会
に
つ
い
て

百
周
年
記
念
事
業
　
実
行
委
員
メ
ン
バ
ー

　
　

実
行
委
員
長　
　

谷　
　
　

正　

美

　
　

実
行
委
員

佐
々
木　

八
重
子

萩　

原　

豊　

美

小　

島　

二
三
子

野　

村　

良　

美

川　

島　

初　

子

鹿　

島　

美
代
子

林　

田　

一　

子

馬　

杉　

裕　

美

三　

浦　

茂　

野

井　

上　

英　

子

大　

西　

美　

和

堀　

江　

さ
や
美

松　

永　
　
　

稜

粟　

谷　

春　

日

志　

垣　

健　

一

　
　

事
務
局
長　
　

中　

野　

英　

樹

　
　

事　

務　

局　
　

田　

丸　

貴
美
子
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今
と
な
っ
て
は
は
る
か
昔
と
な
り

ま
す
が
、私
は
昭
和
46
年
卒
業
生
で
す
。

　

子
供
の
頃
か
ら
洋
服
を
作
る
事
に

興
味
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
母
の
勧

め
も
あ
り
、
当
時
『
和
裁
や
洋
裁
も

身
に
つ
け
ら
れ
る
』
と
欲
張
り
入
学

し
ま
し
た
。
入
学
し
た
頃
は
、
旧
校

舎
が
県
庁
近
く
の
梅
林
に
あ
り
ま
し

た
。
途
中
か
ら
現
在
の
地
に
移
り
、

楽
し
い
高
校
生
活
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
自
身
に
と
っ
て

は
、
女
子
校
と
い
う
特
殊
な
環
境
に

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
な
が

ら
も
、
諸
先
生
や
友
人
た
ち
と
共
に

良
き
経
験
を
積
め
た
時
代
で
し
た
。

　

卒
業
後
は
、
洋
装
店
へ
就
職
し
た

も
の
の
基
礎
の
み
を
身
に
付
け
た
だ

け
の
ま
ま
飛
び
込
ん
だ
も
の
で
す
か

ら
、
一
か
ら
、
い
え
、
ゼ
ロ
か
ら
の

出
発
で
全
て
が
勉
強
で
し
た
。

　

洋
服
は
、
デ
ザ
イ
ン
・
素
材
・
パ
タ
ー

ン
等
、
流
行
に

よ
っ
て
年
々
、

日
々
変
化
し
て

い
く
中
、
色
々

な
事
を
夢
中
で

学
び
ま
し
た
。

時
に
は
徹
夜
を

し
な
が
ら
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の

仕
事
を
一
生
懸

命
し
ま
し
た
。

　

結
婚
・
子
育
て
等
を
経
て
、
家
族

は
も
と
よ
り
お
客
様
や
友
人
と
の
出

会
い
も
、
私
を
育
て
て
く
れ
た
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
出
会
い
と
積
み
重
ね
が
実

を
結
び
、
昨
年
手
作
り
の
作
品
達
が

集
う
〝
ア
ト
リ
エ　

ル
シ
ア
〟
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
一
年

生
の
よ
ち
よ
ち
歩
き
状
態
で
す
が
、

人
や
作
品
と
の
新
し
い
出
会
い
の
場

所
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
試

行
錯
誤
の
く
り
返
し
、
落
ち
込
む
事

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

長
い
様
で
短
い
一
生
を
走
っ
て
い

る
途
中
の
私
に
、
人
生
は
ま
だ
ま
だ

語
れ
ま
せ
ん
が
、『
我
以
外
、
皆
我
師

也
』
を
道
し
る
べ
に
、
楽
し
み
な
が

ら
少
し
ず
つ
前
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
機
会
を
頂

け
た
事
に
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

黒
　
田
　
信
　
子
（
昭
和
46
年
卒
）

同
窓
生
の
活
躍

平
成
25
年
　

10
月
31
日

　

退
職　

村
上　

俊
二（
教
諭
）

平
成
26
年
　

3
月
31
日

　

退
職　

青
地　

純
男（
教
諭
）

　
　
　
　

桑
原　

真
広（
教
諭
）

　
　
　
　

澤　
　

寿
朗（
教
諭
）

　
　
　
　

濱　

久
美
雄（
教
諭
）

平
成
26
年
　

4
月
1
日

　

採
用　

妹
尾　

雄
基（
教
諭
）

　
　
　
　

仲
村　

恭
子（
教
諭
）

平
成
26
年
　

6
月
1
日

　

退
職　

山
田　

英
雄（
事
務
主
事
）

平
成
27
年
　

3
月
31
日

　

退
職　

村
田
千
栄
子（
校
長
）

　
　
　
　

大
上　

孝
一（
教
諭
）

　
　
　
　

松
並　

義
照（
教
諭
）

平
成
27
年
　

4
月
1
日

　

昇
任　

那
須　

文
英（
学
園
理
事
・
校
長
）

　
　
　
　

奥
田　

浩
信（
指
導
教
諭
）

　
　
　
　

田
丸
貴
美
子（
事
務
係
長
）

　

採
用　

松
永　
　

稜（
教
諭
）卒
業
生

　
　
　
　

水
野　
　

駿（
教
諭
）

　
　
　
　

中
島　

伸
吾（
事
務
主
任
）

平
成
27
年
　

10
月
11
日

　

退
職　

中
川　

義
久（
教
諭
）

平
成
28
年
　

3
月
31
日

　

退
職　

佐
藤　

宏
子（
教
諭
）

　
　
　
　

妹
尾　

雄
基（
教
諭
）

　
　
　
　

辻　
　

和
秀（
教
諭
）

平
成
28
年
　

4
月
1
日

　

昇
任　

川
端　

一
平（
副
校
長
）

　
　
　
　

木
村　

順
子（
指
導
教
諭
）

　
　
　
　

小
林　

昌
彦（
指
導
教
諭
）

　
　
　
　

中
島　

伸
吾（
事
務
係
長
）

　

採
用　

辻　
　

雅
代（
学
園
理
事
・
副
校
長
）

　
　
　
　

粟
谷　

春
日（
教
諭
）�

卒
業
生

　
　
　
　

久
間　

百
恵（
教
諭
）　

　
　
　
　

寺
田　

隆
信（
教
諭
）

　
　
　
　

丹
羽　
　

桂（
教
諭
）

教

職

員

異

動

平
成
25
年
度 

か
ら 

創
立
記
念
行
事
に
て

　

毎
年
5
月
10
日
に
本
校
が
創
立
記

念
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
創
立
記

念
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

校
長
か
ら
、
創
設
者
で
あ
る
中
野

冨
美
先
生
の
教
育
理
念
や
、
本
校
建

学
の
精
神
で
あ
る
「
心
技
一
如
」
を

今
の
生
活
に
置
き
換
え
た
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
卒
業
生
で
現
在
本
校
に

お
い
て
教
鞭
を
執
っ
て
い
る
3
名
の

先
生
｛
平
成
20
年
度
卒
業
の
松
永
稜

教
諭（
英
語
）、
平
成
21
年
度
卒
業

の
粟
谷
春
日
教
諭（
英

語
）、
平
成
22
年
度
卒

業
の
志
垣
健
一
講
師

（
数
学
）｝
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
あ
り
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
『
私
た
ち
が
今
伝

え
ら
れ
る
こ
と
。
』

　

は
じ
め
に
3
名
の
生

徒
時
代
の
画
像
で
作
ら

れ
た
シ
ョ
ー
ト
ム
ー

ビ
ー
が
流
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
在
学
中
の
話
や
受

験
に
向
け
て
の
心
が
ま

え
、
母
校
で
あ
る
本
校

へ
の
思
い
な
ど
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
松
永
先
生
は
女

子
校
時
代
の
話
を
、
粟

谷
先
生
は
ク
ラ
ブ
と
勉

学
の
両
立
に
つ
い
て
の
話
を
、志
垣
先

生
は
初
め
て
の
男
子
生
徒（
12
名
）と

し
て
、女
子
生
徒
に
囲
ま
れ
て
の
苦
労

話
で
し
た
。在
校
生
た
ち
は
一
生
懸
命

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
感
想
や
意
見
・
ア
ド

バ
イ
ス
が
あ
り
、
さ
ら
に
往
時
の
本

校
の
様
子
で
は
、
在
校
生
一
同
現
在

と
大
き
く
様
子
が
異
な
る
こ
と
に
驚

き
、
時
間
が
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
る
ほ

ど
で
し
た
。

☎ 075−231−2072
11：00〜18：00

月〜水曜休
※12月29日〜1月6日休

FBページ有

［丸太町室町］　アトリエ  ルシア
〒604−0001  中京区室町丸太町下ル道場町15−3
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暮
れ
も
押
し
迫
っ
た
平
成
27
年
12

月
6
日
、
卒
業
し
て
43
年
を
経
た
私

た
ち
は
、
恩
師
の
濱
久
美
雄
先
生
を

お
迎
え
し
て
、
草
津
の
イ
タ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
で
ク
ラ
ス
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
今
ま
で
は
ク
ラ
ス
会

の
ご
案
内
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
も
、

教
師
と
し
て
、
ま
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
の
顧
問
と
し
て
大
変
お
忙
し
く
、

な
か
な
か
ご
出
席
頂
け
な
か
っ
た
濱

先
生
が
、1
年
前
に
定
年
退
職
さ
れ
、

私
達
も
還
暦
を
迎
え
た
こ
と
か
ら

や
っ
と
実
現
し
た
「
濱
先
生
を
囲
ん

で
の
ク
ラ
ス
会
」
で
し
た
。
濱
先
生

と
長
い
間
お
会
い
し
て
い
な
い
皆

さ
ん
も
、
あ
っ
と
言
う
間
に
あ
の

時
の
3
年
6
組
の
生
徒
と
先
生
に

戻
っ
て
、
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

濱
先
生
は
、
部
活
動
の
分
野
で

永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成

25
年
に
《
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教

員
表
彰
》
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

遅
ま
き
な
が
ら
受
賞
を
み
ん
な
で

祝
福
し
、
乾
杯
し
ま
し
た
。
43
年

前
の
思
い
出
や
、
先
生
か
ら
の
お

話
、
皆
さ
ん
の
近
況
報
告
等
、
話

は
尽
き
ず
、
２
次
会
ま
で
ず
っ
と

お
し
ゃ
べ
り
し
、
別
れ
を
惜
し
み

な
が
ら
、
次
回
を
楽
し
み
に
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。
楽
し
い
心
温
ま
る

１
日
を
過
ご
せ
た
こ
と
を
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
6
月
17
日
、
本
校
「
退

職
教
職
員
の
集
い
」
が
、
30
名
を
超

え
る
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
退
職
以
来
の
出
会
い
も

あ
っ
て
在
職
中
の
思
い
出
話
に
花
が

咲
き
、あ
ち
こ
ち
で
談
笑
が
絶
え
ず
、

ま
た
学
校
側
か
ら
新
旧
の
学
校
紹
介

ビ
デ
オ
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

�

於
：
琵
琶
湖
ホ
テ
ル

　

合
同
開
催
を
含
む
第
５
回
開
催
で
、

今
年
は
、
還
暦
を
迎
え
た
記
念
す
べ

き
同
窓
会
を
京
都
地
区
の
メ
ン
バ
ー

を
幹
事
と
し
て
６
月
12
日
に
嵐
山
の

渡
月
亭
「
松
風
閣
」
に
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

京
都
幹
事
メ
ン
バ
ー
と
し
て
は
、

で
き
る
だ
け
京
都
の
景
観
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
、
さ
ら
に
予

算
も
抑
え
て
で
き
る
だ
け
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
に
と
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
藤
﨑
先
生
を
含
む
25
名

の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

予
報
で
は
、
雨
が
70
％
の
確
率
で

し
た
が
、
帰
宅
前
に
少
し
降
っ
た
程

度
で
名
古
屋
、
近
江
八
幡
、
湖
南
な

ど
遠
方
の
方
々
も
多
く
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

中
に
は
、
入
院
中
に
も
関
わ
ら
ず

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
も
い
て
、
嬉

し
い
限
り
で
し
た
。

　

松
風
閣
で
の
楽
し
い
食
事
会
の
後
、

世
界
遺
産
「
天
龍
寺
」
で
の
拝
観
、

庭
園
散
策
な
ど
日
頃
忙
し
い
日
々
の

中
で
、
ひ
と
と
き
の
安
ら
ぎ
と
若
い

頃
の
楽
し
い
思
い
出
話
や
近
況
な
ど

話
が
尽
き
る
こ
と
な
く
、
と
て
も
有

意
義
な
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

藤
﨑
先
生
も
友
達
の
よ
う
に
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
同
窓
会

を
や
り
ま
し
ょ
う
と
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
そ
し
て
早
く
も
次
回
の
同
窓

会
の
相
談
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
合
同
同
窓
会
で
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
懐
か
し
い
方
々

と
い
ろ
ん
な
お
話
が
で
き
、楽
し
か
っ

た
の
で
、
こ
の
機
会
に
ク
ラ
ス
会
を

し
よ
う
と
３
年
ほ
ど
の
間
隔
で
こ
れ

ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
49
年
度
卒
業
生
３
年
５
組
の

皆
様
、
次
回
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
一
緒
に

迎
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
﨑
先
生
を
囲
ん
で

�

粟
　
野
　
優
　
子  （
昭
和
49
年
卒
）　

濱
先
生
を
囲
ん
で

�

林
　
田
　
一
　
子  （
昭
和
49
年
卒
）　

ク
ラ
ス
会
報
告

井
　
上
　
孝
　
志

�

（
在
職
、昭
和
47
年
か
ら
平
成
14
年
）

退
職
教
職
員
の
集
い



6

25号純 美 礼純 美 礼 平成 28年９月１日

　

本
年
４
月
に
入
学
し
た

２
２
９
名
の
新
入
生
は
３
年
次

に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
共
学
化
し

て
９
年
目
を
迎
え
、
全
校
の
約

３
分
の
１
が
男
子
生
徒
に
な
り

ま
し
た
。
志
願
者
も
１
，０
０
０
名
を
超

え
、
多
い
年
は
１
，３
０
０
名
を
超
え
る

ま
で
に
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
数

字
の
裏
打
ち
に
な
る
も
の
は
何
か
と
尋

ね
ら
れ
れ
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
安
心

で
き
る
学
習
環
境
の
な
か
で
落
ち
着
い

た
授
業
と
明
る
く
朗
ら
か
な
生
徒
集
団

が
醸
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
さ
ら

に
、
教
員
が
生
徒
に
対
し
て
よ
く
面
倒

を
見
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
満
足
度
の

高
い
進
路
実
現
と
達
成
感
の
あ
る
学
習

活
動
や
課
外
活
動
を
可
能
に
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
本
校

生
徒
自
身
あ
る
い
は
保
護
者
の
皆
様
の

本
校
に
対
す
る
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

た
お
陰
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

普
通
科
Ⅱ
類
は
進
学
に
対

応
し
た
授
業
と
講
座
を
設

け
、
生
徒
の
潜
在
能
力
を
引

き
出
す
よ
う
徹
底
し
た
個
別

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
通
科
Ⅰ
類
は
、
体
験
的
な
活
動
を

通
し
、「
わ
か
る
」「
で
き
る
」
と
い
う

達
成
感
や
充
実
感
が
味
わ
え
る
よ
う
幅

広
い
分
野
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

人
間
総
合
科
は
、
も
の
づ
く
り
の
体

験
学
習
や
調
理
実
習
や
保
育
体
験
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
被
服
制
作

な
ど
を
行
い
、
生
活
を
総
合
的
に
見
つ

め
て
生
き
方
を
考
え
ま
す
。

　

ど
の
学
科
・
類
型
も
勉
学
と
部
活
動

と
の
両
立
と
生
徒
各
自
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
多
様
な
進
路
実
現
を
可
能
に
し

て
い
ま
す
。

　

本
校
の
様
子
を
よ
り
詳
し
く
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
や
学
校
説
明
会
等
を
、
左
記
の
日
程

で
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、益
々

純
美
禮
学
園
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
も

同
窓
生
の
皆
様
の
身
近
に
受
験
期
を
迎

え
ら
れ
る
お
知
り
合
い
が
お
ら
れ
る
な

ら
ば
、「
説
明
会
に
行
っ
て
み
た
ら
」
と

お
声
か
け
を
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

昨
年
度
の
大
学
進
学
率
は
、
全
国
平
均
を

み
る
と
、
男
子
が
52
・
1
%
（
＋
0
・
6
）、

女
子
が
56
・
9
%
（
＋
0
・
8
）
で
、
男
女

と
も
上
昇
と
い
う
結
果
が
表
れ
ま
し
た
。
入

学
定
員
は
さ
ほ
ど
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

進
学
率
の
上
昇
を
含
め
て
も
「
選
ば
な
け
れ

ば
ど
こ
で
も
入
れ
る
」
大
学
全
入
時
代
の
傾

向
は
今
後
も
変
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
高
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
生
徒
や
保

護
者
が
「
行
き
た
い
、
行
か
せ
た
い
」
大
学

の
難
関
傾
向
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
時
代
な
れ
ば
こ
そ
、
進
学
す
る
理
由

を
明
確
に
つ
か
み
、
将
来
就
き
た
い
職
種
に

つ
い
て
真
剣
に
考
え
、
客
観
的
な
自
己
分
析

を
正
し
く
行
う
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
、
全
国
卒
業
生
の
53
・
8
%
が
、

大
学
・
短
期
大
学
等
へ
進
学
し
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
過
去
3
年
間
の
進
路
結
果
を
み

る
と
、
年
を
追
う
ご
と
に
進

学
者
数
は
増
加
し
て
お
り
、

平
成
27
年
度
卒
業
生
は
67
・

9
%
と
全
国
平
均
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
卒
業
生
の

進
路
希
望
は
、
保
育
・
幼
児

教
育
・
栄
養
・
調
理
な
ど
将
来
の
職
業
に
結

び
付
い
た
進
学
先
を
目
指
す
方
向
に
あ
り
、

こ
の
傾
向
は
今
後
も
続
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、「
企
業
・

社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
能
力
や
考
え
方
」、

「
ど
ん
な
社
会
人
に
な
り
た
い
の
か
」、「
自

分
に
足
り
な
い
も
の
は
何
か
」
な
ど
に
つ
い

て
、
し
っ
か
り
と
考
え
を
掘
り
下
げ
て
お
く

準
備
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

本
校
進
路
指
導
部
で
は
各
学
年
で
目
標

を
定
め
て
い
ま
す
。
第
1
学
年
で
「
自
分
を

知
る
」、
第
2
学
年
で
「
仕
事
を
知
る
、
進

路
の
方
向
を
決
定
す
る
」、
そ
し
て
第
3
学

年
で
「
希
望
の
進
路
を
実
現
す
る
」、
目
標

ご
と
に
計
画
を
立
て
進
路
指
導
を
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
今
年
度
か
ら
新
し
い
取
り
組

み
と
し
て
「
校
内
塾
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
校
内
に
塾
を
設
け
、
よ
り
高
い
進
学

意
欲
を
も
っ
た
生
徒
に
対
す
る
手
立
て
と

し
て
、
希
望
す
る
生
徒
に
は
放
課
後
や
休
日

を
活
用
し
て
、
さ
ら
な
る
特
別
指
導
を
行
う

も
の
で
す
。
進
路
指
導
部
で
は
、
今
後
も
進

路
情
報
の
提
供
や
学
習
会
・
特
別
講
座
の
導

入
な
ど
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

本校の進路状況と今後の展望
 進路指導部主任　田中　和弘

2018年、
　創立100周年に向かって
 募集企画部主任　森岡　重和

平成27年度 滋賀短期大学附属高等学校 進路状況
   国公立大学 合格数  計  2 　短 期 大 学  合格数　計  70
滋
賀

滋賀大学 1 滋
賀

滋賀短期大学 42
滋賀県立大学 1 びわこ学院大学短期大学部 1

   私 立 大 学 合格数  計  158

京
都

京都経済短期大学 1

滋
賀

びわこ学院大学 2 華頂短期大学 1
びわこ成蹊スポーツ大学 7 京都光華女子大学短期大学部 1
成安造形大学 2 京都文教短期大学 1
聖泉大学 1 大谷大学短期大学部 1
長浜バイオ大学 2 京都聖母女学院短期大学 3

京
都

花園大学 3 龍谷大学短期大学部 4
京都ノートルダム女子大学 3 池坊短期大学 8
京都華頂大学 4

大
阪
他

関西外国語大学短期大学部 1
京都外国語大学 1 大阪芸術大学短期大学部 2
京都学園大学 2 奈良学園大学奈良文化女子短期大学部 1
京都橘大学 8 上智大学短期大学部 1
京都光華女子大学 6 創価女子短期大学 2
京都産業大学 8 　専 門 学 校  合格数　計  60
京都女子大学 1

滋
賀

華頂看護専門学校 4
京都精華大学 3 近江八幡市立看護専門学校 1
京都造形芸術大学 1 甲賀健康医療専門学校 1
京都文教大学 4 滋賀県済生会看護専門学校 1
大谷大学 17 滋賀県職業能力開発短期大学校 2
平安女学院大学 2 滋賀県調理短期大学校 1
明治国際医療大学 2 滋賀県立総合保健専門学校 2
龍谷大学 13 草津看護専門学校 4
佛教大学 17 大津赤十字看護専門学校 1

大
阪

関西外国語大学 2

京
都

YIC京都ペット総合専門学校 3
関西大学 2 YIC京都専門学校 1
摂南大学 5 アミューズ美容専門学校 1
太成学院大学 1 京都YMCA国際福祉専門学校 1
大阪樟蔭女子大学 1 京都コンピュータ学院京都駅前校 1
大阪学院大学 4 京都医健専門学校 3
大阪芸術大学 1 京都調理師専門学校 4
大阪産業大学 1 京都理容美容専修学校 2
大阪人間科学大学 2 上田安子服飾専門学校 1
大阪成蹊大学 1 専門学校日産京都自動車大学校 1
大阪電気通信大学 4 大原簿記法律専門学校京都校 1
追手門学院大学 4

大
阪

ECC国際外語専門学校 1
藍野大学 1 HAL大阪 2

他
県

金城学院大学 1 キャットミュージックカレッジ専門学校 1
金沢学院大学 1 グラムール美容専門学校 1
金沢工業大学 1 大阪ECO動物海洋専門学校 1
神戸松蔭女子学院大学 1 大阪こども専門学校 2
神戸女子大学 2 大阪スクールオブミュージック専門学校 3
椙山女学園大学 1 大阪ビューティーアート専門学校 1
天理大学 1 大阪ペピイ動物看護専門学校 2
奈良大学 1 大阪リゾートアンドスポーツ専門学校 2
福井工業大学 1 大阪保健福祉専門学校 2
東海大学 1 辻学園調理・製菓専門学校 1
武庫川女子大学 4 辻製菓専門学校 1
愛知みずほ大学 1

他
県

HAL東京 1
名古屋女子大学 2 トヨタ神戸自動車大学校 1
環太平洋大学 1 ベルエポック美容専門学校 1
青森中央学院大学 1 香蘭ファッションデザイン専門学校 1

学校斡旋による内定企業 内定数  7
愛和ホーム㈱、東洋産業㈱、㈱松喜屋、
㈱ハートフレンド、㈲ハートマーケット、
滋賀保証サービス㈱、 モンテステリース㈲

〈平成29年度募集オープンスクール・学校説明会のご案内〉
○オープンスクール
　　平成28年�６月�18日（土）10時〜　本校　終了
　　平成28年�８月�20日（土）10時〜　本校　終了
　　平成28年�11月�12日（土）10時〜　本校
○学校説明会
　　平成28年�10月�16日（日）10時〜　本校
　　平成28年�12月�10日（土）10時〜　本校
　これらの詳しい内容については、本校のホームページ等を
ご覧いただければ幸いです。
　また、詳細についてのご質問や資料請求は本校募集企画部

（直通電話077−522−3476）までご連絡ください。

▲

 

昨
年
度
の
学
校
説
明
会
の
風
景

学 校 だ よ り
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平成25年度 春季総体 秋季総体 県民
体育大会 近畿大会 全国

高校総体
全国
高校選抜

バスケットボール（女子） 優勝 優勝 優勝 出場 出場 出場
バスケットボール（男子） 出場 出場 出場 ／ ／ ／
ソフトボール ベスト４ 出場 出場 ／ ／ ／
バドミントン 優勝 出場 優勝 出場 出場 出場
バレーボール 準優勝 準優勝 優勝 出場 ／ ／
ソフトテニス（女子） ベスト８ 出場 出場 ／ ／ ／
ソフトテニス（男子） 出場 出場 出場 ／ ／ ／
剣道・卓球・体操・陸上競技 出場 出場 出場 ／ ／ ／

硬式野球
選手権県予選 秋季県予選
１回戦敗退 ベスト16

吹 奏 楽 県高校総合文化祭　県吹奏楽コンクール　出場　第 4 回定期演奏会
書　　道 近江神宮全国献書会賞　高野山競書大会
華道・茶道・美術・演劇 文化祭などで作品発表
家　　庭 菓子などを作り入試説明会・ＰＴＡ行事に提供

平成26年度 春季総体 秋季総体 県民
体育大会 近畿大会 全国

高校総体
全国
高校選抜

バスケットボール（女子） 優勝 優勝 準優勝 出場 出場 出場
バスケットボール（男子） 出場 出場 出場 ／ ／ ／
ソフトボール ベスト８ ベスト４ 出場 ／ ／ ／
バドミントン 優勝 優勝 優勝 出場 出場 出場
バレーボール ベスト４ ベスト８ 出場 出場 ／ ／
ソフトテニス（女子） ベスト16 準優勝 出場 ／ ／ ／
ソフトテニス（男子） 出場 出場 出場 ／ ／ ／
剣道・卓球・体操・陸上競技 出場 出場 出場 ／ ／ ／

硬式野球
選手権県予選 秋季県予選
１回戦敗退 １回戦敗退

吹 奏 楽 県高校総合文化祭　県吹奏楽コンクール　出場　第５回定期演奏会
書　　道 近江神宮全国献書会賞　高野山競書大会
華道・茶道・美術・演劇 文化祭などで作品発表
家　　庭 菓子などを作り入試説明会・ＰＴＡ行事に提供

平成27年度 春季総体 秋季総体 県民
体育大会 近畿大会 全国

高校総体
全国
高校選抜

バスケットボール（女子） 優勝 優勝 優勝 出場 出場 出場
バスケットボール（男子） 出場 出場 出場 ／ ／ ／
ソフトボール ベスト４ ベスト８ 出場 ／ 出場 ／
バドミントン 優勝 優勝 優勝 出場 出場 出場
バレーボール ベスト４ ベスト４ ベスト４ 出場 ／ ／
ソフトテニス（女子） ベスト８ ベスト８ 出場 出場 ／ ／
ソフトテニス（男子） 出場 出場 出場 ／ ／ ／
剣道・卓球・体操・陸上競技 出場 出場 出場 ／ ／ ／

硬式野球
選手権県予選 秋季県予選
１回戦敗退 １回戦敗退

吹 奏 楽 全国・県高校総合文化祭、県吹奏楽コンクール　出場、
 第６回定期演奏会
書　　道 近江神宮全国献書会賞　高野山競書大会
華道・茶道・美術・演劇 文化祭などで作品発表
家　　庭 菓子などを作り入試説明会・ＰＴＡ行事に提供
ゴ ル フ　　吉本ひかる 日本女子オープンゴルフ選手権競技　出場
サッカー　　西中　麻穂 JOCジュニアオリンピックカップ
 第19回全日本女子ユースサッカー選手権大会　優勝

体育クラブ・文化クラブ活動報告

平成28年度
春季総体  結果
バドミントン 優　勝 5年連続29回目

バレーボール 優　勝 19年ぶり3回目

女子バスケットボール 準優勝
剣道（男子） 第３位
ソフトボール 第３位

硬式野球
全国高等学校野球選手権大会滋賀大会
 ベスト４　進出

ゴ ル フ
吉本ひかる
日本女子アマチュアゴルフ選手権　３位



8

25号純 美 礼純 美 礼 平成 28年９月１日

　

今
年
は
３
年
に
一
度
の
純
美
礼
同
窓

会
総
会
を
11
月
13
日
（
日
）
に
開
催
い

た
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
も
多
く
の
卒
業
生
の
皆
様

に
参
加
し
て
頂
き
、
な
つ
か
し
い
先
生

方
を
お
招
き
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

お
過
ご
し
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

今
回
も
多
く
の
皆
様
か
ら
お
た
よ
り

を
頂
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
そ
の

内
容
に
共
感
し

励
ま
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
と
も

「
す
み
れ
」
会

報
充
実
に
向
け

て
多
く
の
ご
意

見
ご
要
望
を
お

待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

新
役
員

会
　
長�

佐
々
木　

八
重
子

�

（
昭
和
40
年
卒
業
）

副
会
長�

野　

村　

良　

美

�

（
昭
和
44
年
卒
業
）

　
〃�

林　

田　

一　

子

�

（
昭
和
49
年
卒
業
）

会
計
監
事�

小　

島　

二
三
子

�

（
昭
和
42
年
卒
業
）

　
〃�

三　

浦　

茂　

野

�

（
昭
和
54
年
卒
業
）

庶
　
務�

寺　

田　

隆　

信

�

（
教
育
総
務
部
）

会
　
計�

田　

丸　

貴
美
子

�

（
事
務
係
長　

昭
和
58
年
卒
業
）

学園創立100周年を目前にひかえた本年、３年に一度の純美礼同窓会総会を開催させていただきます。
同窓会では、今回の総会を100周年記念事業のプレイベントとして位置付けております。
同窓生、先生方（下記参照）を大勢お迎えし、この総会を盛り上げたいと思っています。
是非ともお友達をお誘いあわせの上、多数ご参加いただきますようご案内申し上げます。

と　　　き� 平成２８年１１月１３日（日）� 受　　　　付　�９時30分〜
� � 総　　　　会　10時00分〜11時00分
� � 記 念 講 演 会　11時00分〜12時00分
� � 記念イベント　12時00分
� � 懇 　 親 　 会　12時30分

と　こ　ろ� びわ湖大津プリンスホテル　コンベンションホール淡海
（９：15にＪＲ大津駅から専用送迎バスを用意しています。
　それ以外の時間はホテルの定期シャトルバスをご利用いただけます。）

会　　　費� ６，０００円（平成25年3月以降の卒業生は�2,000円�）
� 　※　当日欠席の場合は、会費の返金はございません。

申込み方法� 同封の振込用紙にてお振込み下さい。

申込み締切� 10月10日（月）
� 　※　会費の振込完了をもって申し込み受付とさせていただきます。
� 　※　総会については、改めての案内はございません。

現在、本校３年生在学中。
ジャグリング&ダンス、「全国芸王
グランプリ」準優勝。地元大津の観
光ＰＲと、実力、知名度ともに急上
昇中。若き、期待のジャグラーです。

記念イベント紹介

ジャグリングパフォーマンスの
木下洸希さん

編
集
後
記

第26回総会のご案内

　講師　新 保 晃 妙 氏
（大津市下坂本真光寺住職）

　演題「落飾の理由」

　女中奉公等若くから苦労され、
47才で尼僧となり、現在真光寺住
職となられるまでを語っていただき
ます。

記念講演会紹介

総会に合わせてクラス会をしませんか？
同じ年代、同じクラスで４名以上ご参加の方
は、同じテーブルに調整させていただきます。
事前に同窓会事務局へご連絡お願いします。

　電  話 077−522−3465
　Email sumire-dousoukai@sumire.ac.jp

クラス会しませんか？

旧 職 員 現 職 員
井上　孝志 川端　一平
黄瀬　忠嗣 林　　省一
濱　久美雄 奥田　浩信

木村　順子
北原　　聡

当日参加予定の先生方

上記以外にも多数ご参加下さる予定です。


